
  

 

 

 

 

 

立志（志を立てる）の時期！飛翔のきっかけにしましょう！ 

 新たな気持ちでスタートした２０２２年もあっという間に１か月が過ぎようとしています。１２月３１日には

８人だった栃木県内のコロナウイルス感染者数が，わずか１か月後の１月２９日では７０８人まで増加し，２月

２０日までまん延防止等重点措置の対象になっています。これまでにも感染症対策を徹底して行っていますが，

より一層の注意が必要になっています。２学年でも１月２８日（金）に実施予定だったス

キー教室を延期したり，２月９日（水）の立志式を生徒のみでの開催にしたりして，重点

的に感染対策を行っています。 

これまで以上に自分自身の体調管理を意識することに加え，周囲の人の体調についても

思いやる気持ちが大切になるかと思います。ご家庭でも体調が優れないときには無理のな

い生活を心がけましょう。 
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スキー教室について 

 ２６日（火）付のプリントでお知らせしましたが，

スキー教室が３月１５日（火）に延期になりました。

コロナウイルス感染症が感染拡大している中での

実施は，子どもたちの命を守る上で，適切な時期で

はないと判断しました。 

 延期した３月１５日に向けて，２月中にもう一度

参加申込を取ります。前回参加希望していない生徒

については，レンタル品の希望も取ります。また，

前回参加希望を途中で取り消した方は，取り消した

ことをキャンセルしてあります（キャンセル料は発

生しません）のでご安心ください。 

 今後，旅行業者（ＪＴＢ）と連携を図りながらコ

ロナ感染症対策や安全安心なスキー教室を実施す

るための準備を進めますので，ご対応よろしくお願

いします。 

２月の主な予定 

１日（火）登校指導 

２日（水）全校朝会  

８日（火）Ｂ日課  

９日（水）立志式 学年会議 

１０日（木）１，２年学年末テスト 

１１日（金）建国記念の日 

１５日（火）Ｂ日課 

１６日（水）学年朝会 職員会議 

１８日（金）Ｂ日課 専門委員会 

２１日（月）Ｂ日課 

２２日（火）３年生を送る会 

２３日（水）天皇誕生日 

２５日（金）Ｂ日課 生徒会朝会 学年会議 

生徒会活動頑張っています！ 

 ２年生が生徒会執行部，専門委員長を務めて４か月

が経とうとしています。３年生からの引継ぎを進めつ

つ，２年生のカラーを引き出しながら生徒会活動を頑

張っています。 

 現在，２月２２日（火）に行われる「３年生を送る

会」に向けて，生徒会執行部を中心に時間のない中で

はありますが，３年生に感謝の気持ちが伝わるように

と様々な取り組みをしています。コロナ禍の中にあっ

ても，保健委員会が業間，昼休みに換気の呼びかけを

行ったり，給食委員会が黙食を呼びかけたり，学級委

員が２分前着席を呼びかけたりして，どの委員会も学

校生活を自分たちの手で充実したものにしようとする

活動に取り組んでいます。 

学年末テストに向けて 

 ２月１０日（木）は学年末テストです。すでにテスト

範囲は周知されていますので，計画的に学習に取り組

んでいる生徒も多く見られます。定期テストは実力テ

ストと違い，授業での学習内容を中心に出題されるの

で，教科書，ワーク，授業でのノート，プリントなど

の復習をしっかり行うことで理解を深めることができ

ます。また，タブレットを毎日持ち帰っているので，

家庭学習で「キュビナ」などのソフトを利用して学習

することも有効です。 

 ３月７日（月），３年生の県立高校一般選抜学力検査

の日には，２年生最後の実力テストも控えています。 

現在，部活動停止期間ですので，時間を有効に活用

して，自分に合った学習方法を見つけてほしいと思い

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月２５日の生徒会朝会より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立志式を迎えて 

 ２月９日（水）５時間目に立志式を行います。先日の総合の時間に「立志を迎えて」の授業を行いました。

その中では、立志の目的や歴史，由来について説明をしました。 

「元服にちなんで（数え年の）十五歳を祝う行事。参加者は，将来の決意や目標などを明らかにすることで，

おとなになる自覚を深める。（三省堂大辞林より）」 

立志式の由来の説明の中で，幕末時代の橋本佐内についてふれました。橋本佐内は福井市に生まれ，子ども

のころから頭脳明晰で「神童」と呼ばれ，緒方洪庵の適塾で学びました。安政の大獄の際，将軍継嗣問題に介

入したことで２６歳の若さで亡くなってしまいました。 

橋本佐内は１５歳の時に書いた「啓発録」の中で， 

１ 去稚心（稚心を去る） 

２ 振気（気を振る） 

３ 立志（志を立てる） 

４ 勉学（学に勉む） 

５ 択交友（交友を択ぶ） 

という誓いを立てています。 

 １４歳（数えの１５歳）はまだまだ子どもとみることもできますが，中には将来についての見通しをもった

考え方が育ってきているなぁと感心させられる生徒もいます。 

 立志を迎えるにあたり，今お子様が将来についてどのようなことを考えているのか，これからどうなってい

きたいのかについて，家庭内でも話し合ってみてはいかがでしょうか。 

 

○スキー教室も「立志の行事」の一環です 

 ３月１５日（火）に延期になってしまったスキー教室も立志の行事の一環です。学校を離れ，雪山という自

然の中で，日常ではなかなか体験できないスキー体験を通して自分を律したり，仲間と協力して活動したりす

ることで集団生活における規律・責任・協調・友愛・奉仕の精神を養うこと，養われたと感じることを目的と

しています。 

 

【立志式次第】 

１ 開式の言葉 
２ 校長先生の話 

３ 栃木県知事メッセージ紹介 

４ 立志の作文朗読（学年代表2名の生徒） 

５ 保護者からの記念品贈呈（学年委員長様） 

６ 宇都宮更生保護女性会からの記念品の贈呈 

７ ２年生を振り返ったスライドショー 

８ 閉式の言葉  

 


